
再評価 【番号１９】

首野地すべり防止区域首野地すべり防止区域
地すべり対策事業地すべり対策事業



１．事業箇所
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民家施設のクラック石積変状道路擁壁の変状

２．全景写真および変状状況
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３．事業の進捗状況
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４．対策工の効果
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５．事業再評価結果

■停電による波及被害の防止

その他の便益

森林の公益的機能の保全

(参考)その他の便益を含めたＢ／Ｃ＝６．８

危険区域内の森林面積１４ｈａ １８．２億円

従来のB/C 安全・安心

生活用水

■生活用水の安定的な確保

・区域内にある貯水タンクなどの簡易水道施
設も保全し、生活用水の安定的に確保。

事事 業業 継継 続続

→安全・安心の向上

→利便性の向上

貨幣換算可能な整備効果 貨幣価値に表れない整備効果

・一般資産被害軽減
・農作物被害
・公共土木施設被害軽減
・公益事業施設被害軽減
・人的被害軽減
・交通途絶費用軽減
・応急対策費用軽減
・精神的被害軽減

計 １９．７億円

（現在価値化後）

※費用Ｃ＝５．５億円（現在価値化後）

Ｂ／Ｃ＝３．６

対象人家１８戸

・首野地区を通る電線や

電柱を保全し、停電によ

る住民の生活への波及

的な被害を防止

対象人家１８戸


